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新年のごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   一般社団法人 九州経済連合会　会長　倉富  純男

九経連活動報告

　企業の農業参入・連携促進に向けた取り組みや今後の課題について議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業活性化に向けた企業タイアップセミナー

　強靱で活力溢れる地域の創生に向けて、提言・要望活動を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西日本経済協議会

　日誌（11月）

　倉富純男会長をTEAM FUKUOKA新会長に選任～企業・団体の熱意を福岡からオール九州へ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  国際金融機能誘致　TEAM FUKUOKA総会

　九州とベルギーの関係強化へ向けたセミナーと交流会を開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  九州×ベルギー ハイレベルディナー

講演要旨

　みんなで考えよう！！明日のエネルギーと原子力～「原子力の日」講演会～
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　  気象予報士　気象環境研究所 主任研究員　村山  貢司

　　　　　　　　  （一財）日本エネルギー経済研究所　原子力グループ マネージャー　村上  朋子

　ベトナム・九州間の関係強化促進～新型コロナウイルス感染症パンデミックとその後～
　　　　　　　　　　　　　　　 　在福岡ベトナム社会主義共和国総領事館 　ヴー・ビン 総領事

寄稿

　九州大、長崎県立大における社会人向け情報セキュリティリカレント教育について（enPiT ProSec等の取り組み）
　　　　 　　　　　　　九州大学 サイバーセキュリティセンター 学術研究員　藤岡福資郎

　　          　　　　　　長崎県立大学 情報システム学部 情報セキュリティ学科 教授　山口  文彦

会員紹介

　公益財団法人国際労務管理財団
　アグリプロ株式会社
　株式会社日商保
沖縄観光通信

　～ミス沖縄がおススメする沖縄観光情報～　沖縄こどもの国
九州観光推進機構ニュース

　第１回観光地域づくり法人九州連携会議を開催しました
　旅行者に人気のモデルコース
　　～7 福岡・別府・大分ゆったり＆くつろぎ満喫コース～
九州・山口地域動向

表紙説明・スケジュール（１月）
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皆様あけましておめでとうございます。
まず、新型コロナウイルス感染症により事業
などに影響を受けておられる方々に、心よりお
見舞い申し上げます。

コロナとの戦いはまだまだ予断を許さない状
況ではありますが、この１年半の経験によりワ
クチン接種等でウイルスを抑え込むことが十分
に可能であることがわかりました。本年こそ、
ワクチン・検査パッケージを活用するなどの対
策によって、経済回復がさらに加速する、明る
い年にせねばと考えています。秋頃には、待望
の西九州新幹線開業が予定されており、多くの
人が利用することで往来の活発化が期待できま
す。また、一極集中からの分散化やデジタル化
の加速、さらにはサプライチェーンの寸断によ
る日本回帰といった大きな変革の流れがあるこ
とも九州にとって追い風です。これらを活か
し、まずは人の移動を活性化することが、交通
事業者として初めて九経連会長となった私の一
番の役割だと考えています。
岸田内閣の成長戦略では、世界的に進展する
DX、GXの推進に重点が置かれています。今後、
研究開発等への大胆な投資やデジタル化の実装
を地方でも進めることが想定されており、九州
にも大きなチャンスが到来します。
九経連では、昨年11月に九州DX推進コン
ソーシアムを立ち上げました。産学官が連携
し、地域人材のリカレントと、各種スマート
サービスの実装を両輪で進めていきます。新し
い技術で九州の暮らしやすさ、幸せコミュニ
ティを実現し、国の「デジタル田園都市国家構
想」の代表事例を、九州から示していきたいと
思います。
また、デジタル化に必要不可欠な半導体の供
給が世界的に不足する中、半導体受託製造で世
界最大手企業の熊本県への新工場建設が決まり
ました。今後、先端半導体を九州から国内外に
供給することが可能となります。九経連では、
九州のリーディング産業である半導体産業を起
点とした製造業全般の活性化に取り組んでいき
ます。
世界的にカーボンニュートラルが大きくク
ローズアップされる中、GXに向けて今後地方
でも再生可能エネルギー等への投資を活発化す
る必要があります。九経連では九州における

ESG投資・グリーン調達の拡大へ向け、金融機
関やESG情報開示を目指す地元経済界の方々と
活動を進めていきます。
本年はインバウンドやアウトバウンドが徐々
に再開していくものと期待しています。九州・
沖縄・山口の各県知事と経済団体が一堂に会す
る九州地域戦略会議では、2023年に自転車レー
スの国際大会「ツール・ド・九州」と九州周遊
のサイクルツーリズム「ディスカバー九州」の
初開催を目指しています。コロナからの復活や
SDGsのシンボルとして九州を世界へ発信し、
数十億円規模への経済効果の最大化を図るな
ど、九州一体で取り組んでいきます。ご参画い
ただける企業の皆様にとっても、ビジネスチャ
ンスが期待できる大規模なイベントとなります。
交流人口の拡大や、地方への経済効果の大き
いIR（カジノを含む統合型リゾート）誘致に向
けては、昨年４月に九州IR推進協議会を立ち上
げました。国内で３カ所程度とされる区域認定
を本年後半に控え、誘致活動はもちろん、地元
調達確保や九州全域の魅力発信に官民連携して
取り組んでいきます。
農林水産物・食品の輸出強化にも引き続き力
を入れていきます。アジア市場の開拓へ向け、
中国国際輸入博覧会への九州各県共同出展など
を通じて九州産品を売り込み、生産者の収入増
加、成長産業化を図っていきます。
ありたい将来へ向けて九州が持つ多くの可能
性をどれだけ伸ばせるか、地方への関心が高
まっている今が勝負です。九経連では、昨年の
創立60周年を機に『九州将来ビジョン2030』
をとりまとめました。九州にいれば自分の思い
を実現できる、やってみよう！という雰囲気を
作っていく、九州をそんな場にすることが「心
の豊かさ」につながり、結果として九州の持続
的な経済成長にもつながると考えています。
日本経済が伸び悩む中、「アジアの中の九州」
というマクロの視点で、九州から改革・イノ
ベーションをいかに起こすか、会員の皆様と知
恵を絞りながら「こういうモデルが九州にはあ
る！」というものを、九経連・九州がワンチー
ムとなって、全国に示していきたい、挑戦の風
を九州から吹かせ、日本を元気にしていきたい
と思います。会員の皆様の温かいご支援とご協
力をお願い申し上げます。

一般社団法人

会　長　倉富  純男

九州経済連合会

新年のごあいさつ
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九経連活動報告

経団連の佐藤康博副会長・農業活性化委員
長による主催者挨拶の後、「地域・農業の活性
化に向けて～企業による農業参入の展望～」
をテーマに、パネルディスカッションを行っ
た（登壇者、発言要旨は以下のとおり）。

コーディネーター
　三輪泰史　㈱日本総合研究所創発戦略センター エクスパート
パネリスト
　林田安弘　西日本鉄道㈱新領域事業開発部長
　　　　　　兼NJアグリサポート㈱代表取締役社長
　及川智正　㈱農業総合研究所代表取締役会長CEO
　藤原博文　大分県 新規就業・経営体支援課長

■参入企業・自治体の取り組み
（西鉄）就農人口の増加による沿線の地域活性
化、農業生産基盤の維持拡大・生産者所得向
上を目的に、JA全農と共同出資で「NJアグリ
サポート」を設立、農業に参入した。
・�いちご就農者の減少に危機感を感じたJAからの相
談が事業の始まり。いちご農園では研修生を受け
入れ、JAの生産技術等の指導の下、新規就農者の
育成を目指している。
・�いちごやトマトを栽培し、グループ連携の強みを
活かし、西鉄ストア等で販売している。

（大分県）農業者の高齢化や中山間地域が多く
大規模経営体が少ないこと、県に工場誘致の
ノウハウがあったことから、2007年より専任
部署を設け、企業の農業参入を支援。
・�参入企業はこれまで317社。遊休農地の解消や雇
用創出、地域経済への影響等メリットが多く、担
い手として期待されている。
・�農産品の販売では、多くの企業がJA部会の一員と
して一緒に取り組んでいる。大分県域で生産可能な
品目は、戦略品目に選定し重点的に支援している。

（農総研）産直流通のリーディングカンパニー。
事業内容は、農家の直売所事業と産直卸事業。
全国94拠点の集荷場で集荷した農家直送商品
をスーパーマーケットの全ての青果売場に提

供している。
・�全国約１万人の生産者と都市部中心の約2,000店の
スーパーマーケットをITでつなぎ、情報・物流・
決済のプラットフォームを構築。
・�物流の拠点づくりでは、①自社で広げる②地元の
会社と提携して集荷をお願いするの２つがある
が、実績を上げることが大事。

■スマート農業技術の活用や課題
（西鉄）環境制御型ハウスを使用。小規模農業
での導入は採算的に厳しいが、地域貢献のた
め、スマート農業加速化実証プロジェクトの
実証圃場として活用いただいている。

（大分県）スマート農業技術の機器、装備コス
トがまだまだ高いというのが課題。

（農総研）スマート農業を生産の部分だけで考
えてはいけない。売り上げ向上につながると
ころまで含めてみていくべきである。
■農業参入×SDGs

（大分県）有機農業の生産領域では、採算に合
わないものが多いが、販売面で売り先を確保
して生産するというのが非常に重要。

（農総研）フードロスの観点で、食べる量から
生産量を決め、多くできた時は輸出や加工等
を行い、流通に流さない、もっと食べてもら
うような仕組みを作ることが大切。

（西鉄）SDGsのためというより、地元高齢者
の雇用等、農業にしっかり取り組んでいくう
ちに結果的にSDGsにつながると思う。

パネルディスカッションの後、企業の農業
参入の状況や支援体制等について、宮崎県、
熊本県よりプレゼンテーションを行った。
最後に、九経連の平野亘也副会長・農林水
産委員長による挨拶の後、閉会となった。
九経連では今後も引き続き、関係先と共に農
業の振興に資する事業活動に取り組んでいく。

【農林水産部　中山】

九経連（農林水産委員会）は、日本経済団体連合会（経団連、十倉雅和会長）と協働し、昨年
に引き続き標記セミナーを開催。企業による農業参入をはじめとする経済界と農業界のタイ
アップを促進し農業の活性化を図るため、農業参入がビジネスや地域をどう変えていくか等に
ついて参入企業、自治体の視点から議論を行った。

企業の農業参入・連携促進に向けた取り組みや今後
の課題について議論

農業活性化に向けた企業タイアップセミナー
（共催：日本経済団体連合会、九経連）

と　き　１０月２６日（火）

ところ　Ｗｅｂ開催　　

出席者　１１０名



２０２２/１　九経連月報 ３

各訪問先では、今年度の幹事である九経連
の倉富純男会長による総括的な説明の後、各
地域経済連合会の代表者が地域の取り組みを
踏まえた国への提言・要望について具体的に
発言し、意見交換を行った。以下はその要旨
である。

〔各経済連合会からの発言〕
・�コロナ禍からの社会経済活動回復に向けた
事業継続や雇用維持のための措置を引き続
きお願いするとともに、行動制限緩和に関
し、より大きな効果を得るため対象範囲を
都道府県単位でなく地域エリア単位にする等、
地域の実情に応じた対応をお願いしたい。
・�岸田政権が掲げる「デジタル田園都市国家
構想」は、地方創生に連動する地方部と都
市部では位置付けや取り組み内容が違うと
思うが、具現化の道筋を明確にして推進を
図ってほしい。
・�カーボンニュートラルについては、再エネ
の推進だけでなく原子力発電の活用もお願
いしたい。

〔要望先からの発言〕
・�今度の経済対策に、コロナ対策をはじめグ
リーン、デジタル、地方活性化、子ども・
子育て、国土強靱化など、提言書に記載の

あるものはほぼ織り込んでいる。経済活動
緩和については県、地域ブロック、全国ど
の単位で実施するのか、コロナの感染状況
に応じて柔軟に対応できる体制を整え、取
り組んでいく。
・�デジタル化は、重点計画の中で国、県、市
区町村の役割整理と、広域のプラット
フォーム整備が必要。その上で、地域の取
り組みについては都市型の発想にならず、
地域の実態に即した検討を行いたい。
・�エネルギー問題はＳ＋３Ｅを原則として進
めていくことは言うまでもない。原子力再
稼働、水素活用、カーボンリサイクルなどの
さまざまな取り組みもしっかり進めていく。

【地域政策部　立山】

西日本経済協議会

と　き　１１月１７日（水）

ところ　東京都・首相官邸、関係省庁、自由民主党

出席者　１２名

強靱で活力溢れる地域の創生に向けて、提言・要望活動を実施

西日本経済協議会第63回総会（10月20日（水）、熊本市で開催）決議提言書について、６経済
連合会（中部、北陸、関西、中国、四国、九州）の会長・専務理事が、政府・与党に対して共
同で提言・要望活動を実施した。

高市早苗
自由民主党
政務調査会長

（訪問先・面談者）
・首相官邸　　内閣官房長官　　松野　博一 氏
・内閣府　　　経済財政政策担当大臣　山際大志郎 氏
　　　　　　　地方創生担当大臣　野田　聖子 氏
・財務省　　　財務大臣　　　　鈴木　俊一 氏
・経済産業省　経済産業大臣政務官　岩田　和親 氏
・国土交通省　国土交通大臣政務官　加藤　鮎子 氏
・デジタル庁　デジタル大臣政務官　山田　太郎 氏
・自由民主党　幹事長代行　　　梶山　弘志 氏
　　　　　　　総務会長　　　　福田　達夫 氏
　　　　　　　政務調査会長　　高市　早苗 氏

松野博一
内閣官房長官

鈴木俊一
財務大臣
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 ４日（木）� ［福岡市・西鉄グランドホテル］

ＴＥＡＭ ＦＵＫＵＯＫＡ総会

※本誌７ページに詳細を掲載

まず、事務局より第２回WG以降に行われたコアメ
ンバーによる協議状況の説明を行った。次に、IR事
業者側関係者から区域整備計画素案のうち、送客数
の目標設定および送客施設のパートについて説明が
あった後、活発な意見交換が行われた。事業者側は
送客数の修正と最終とりまとめまでのさらなる計画
のブラッシュアップを表明した。
なお、今後のWG活動については「区域認定を見据
え、九州・長崎IRを核とした広域周遊観光の具体化
について」協議していく方向性となった。

ベンチャー起業を目指す学生がビジネスプランで
競い合う、第21回九州・大学発ベンチャー・ビジネス
プランコンテストの二次審査が、本会にて開催された。
54プランの中で26プランが一次書類審査を突破、
今回もオンラインで学生と会場をつなぐ一方、審査
はリアルで実施された。事前に「ビジネスプラン作
成講座」を行ったため、各プランともブラッシュ
アップされており、甲乙つけがたい発表であった。
審査の結果、IT、技術など多岐にわたる分野におい
て、８大学・１高専の計10プランが最終審査会（12月
18日開催）へと進んだ。

今年度２回目となるWGでは、（公財）九州経済調査
協会が作成した「九州ジェンダーギャップ指数（案）」
をもとに、よりジェンダーにおける現状を反映した
指数にすべく議論を展開した。今回の議論内容を踏
まえて指数をリバイスし、年度内の発表を予定して
いる。
同指数によって日本における九州の立ち位置、強
み・弱みが「見える化」され、女性活躍の阻害要因
の明確化、その後の課題解決につながることが期待
される。

※次号（２月号）にて詳細を掲載予定

自立型広域経済圏モデル検討にあたり、まず前橋
市の谷内田修未来政策課課長より「前橋市スーパー
シティスマートシティ構想」についてご講演いただ
いた。次に、㈱⼀平ホールディングスの村岡浩司代
表取締役より「ビジネス基点でのONE KYUSHUの
取り組みについて」と題しご講演いただいた。�
　その後、これらを踏まえて、官民共創によるまち
づくり推進上のポイントや、広域連携のあり方など
について活発な意見交換を行った。

東九州軸推進機構（会長：倉富純男九経連会長）と
福岡・大分・宮崎・鹿児島の４県および北九州市で
組織する東九州自動車道建設促進協議会（会長：河野
俊嗣宮崎県知事）は、東九州自動車道の建設促進に関
する提言活動を行った。
自由民主党（梶山弘志幹事長代行）、財務省（矢野康
治事務次官）、国土交通省（中山展宏国土交通副大臣）
を訪問し、唯一事業化されていない南郷～奈留区間
の早期事業化や宮崎・鹿児島間のミッシングリンク
の解消、暫定２車線区間の４車線化などの要望を
行った。

コロナの状況下、九州とベトナム間の経済交流を
進めていく中で、2020年11月にプレオープンした九
州プロモーションセンター（KPC）の認知度向上を意
識したウェビナーを、今年度は３回実施する予定で
ある。第２回目となる今回のテーマは「人材」とし、
「技能実習/特定技能/高度人材」に焦点を当てて開催
した。
本会倉富純男会長による挨拶後、福岡出入国在留
管理局より、コロナ禍における在留外国人の現状に
ついてご講演いただいた。その後、ベトナムで人材
教育を行っている企業、日本側の受入機関・企業等
に登壇いただき、それぞれの立場からご意見をいた
だくパネルディスカッションを行った。第３回開催
は2022年３月を予定。

コロナ感染拡大により、航空関連事業に甚大な影
響が生じているが、ワクチン接種の拡大や治療薬の

 １２日（金）� ［Ｗｅｂ開催］

「アフターコロナを見据えた九州域内の空港間連携について」ウェビナー
出席者：116名

日誌

１１月

 ５日（金）� ［長崎市・長崎県庁（Ｗｅｂ併催）］

九州ＩＲ推進協議会第３回九州観光周遊ＷＧ
出席者：27名

 ６日（土）� ［福岡市・九経連会議室（Ｗｅｂ併催）］

九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト二次審査
出席者：80名

 ９日（火）� ［福岡市・九経連会議室（Ｗｅｂ併催）］

行財政委員会第４回自立型広域経済圏モデル検討ＷＧ
出席者：11名

 ９日（火）�［東京都・自由民主党、財務省、国土交通省］

東九州自動車道建設促進提言活動
出席者：２名

 １０日（水）� ［Ｗｅｂ開催］

第２回Ｋ.Ｐ.Ｃ.ウェビナー～技能実習／特定技能／高度人材のリアル～
出席者：125名

 ９日（火）� ［福岡市・九経連会議室（Ｗｅｂ併催）］

ダイバーシティ「幸せコミュニティ」推進委員会

第３回企画部会／第２回九州企業ＧＧＩ検討ＷＧ
出席者：16名
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開発等による収束を見据え、今後取り組むべき課題、
オール九州での路線誘致や振興を促進する上で各県の
空港間連携のあり方を考えるウェビナーを開催した。
（公社）関西経済連合会の神田彰理事・地域連携部
長より「関西３空港の一体運営の歴史と今後の展望
～2025年大阪・関西万博に向けて～」と題してご講
演いただいた。その後、慶應義塾大学の加藤一誠商
学部教授と北九州市立大学大学院の幕亮二教授を加
えてトークセッションが行われ、官民連携の重要性
や、情報を共有化する上で経済団体の果たす役割等
についてお話しいただいた。

企業経営のデジタルトランスフォーメーション（DX）に
取り組む経営層を対象とした「九州デジタル経営塾」
に、大分県内の企業20社25名が参加し、２日間の合
宿形式で開催した。
㈱グッデイの柳瀬隆志社長の講演「動かして学ぶ 
データ活用のポイント」に始まり、㈱DXパートナー
ズの村上和彰代表取締役と德永美紗アドバイザリー
パートナーによるワークショップ「『顧客価値起点×
デジタル』で皆さんのビジネスを再構築してみま
しょう！」の受講を通して、DXで実現を目指すデジ
タル経営の要諦のエッセンスを体験・習得した。

九州・韓国・中国の環黄海地域における産学官交
流プラットフォームである環黄海経済・技術交流会
議が熊本市にて開催された。昨年度延期された本会
議は、コロナウイルス感染症の影響を受け、開催以
来初のハイブリッド形式にて実施した。
「感染症対応型ビジネス分野」「環境・エネルギー
分野」「地域間交流分野」の３つのテーマについて、
各国における技術・取り組みの紹介を行った。環黄
海地域のビジネスチャンス拡大につながるヒントを
得る機会となった。

※次号（２月号）にて詳細を掲載予定

今回、「スマート農業の取り組みの推進～稼げる農
業の実現に向けて～」をテーマに、スマート農業の
取り組み事例やソリューション等を紹介し、現場に
おけるさまざまな課題解決の一助となるよう、標記
オンラインセミナーを３日間にわたり開催した。
最初に、農研機構の中谷誠副理事長より「スマー

ト農業技術の開発・実証の進展」と題して基調講演
をいただいた。その後、県・大学・企業・団体より、
17件の取り組み事例についてご講演いただいた。
講演内容は、より多くの方に視聴いただくため、
録画してYouTubeで配信する。また、セミナーをご
覧になり、ご関心のある方に向けた、相談希望先の
県・大学・企業・団体との個別相談会を後日、別途
開催することとしている。

※本誌３ページ「活動報告」に詳細を掲載

再生可能エネルギーの重要性が高まる中、わが国
最大の地熱発電所である九州電力㈱八丁原発電所の
見学会を開催した。
展示館で地熱発電のしくみや地熱開発の状況につ
いて説明を受けた後、地下深部の蒸気を利用した発
電所を見学。見学後には活発な質疑応答が行われ、
地熱発電の現状と今後の利用拡大に向けた課題につ
いて理解を深める機会となった。

※本誌７ページに詳細を掲載

�
　2018年から続く「KYUSHU NEXT」を今年度も開
催すべく、ワーキンググループの第１回会合を実施
した。
これまで「女性活躍」「デジタル化」「地域成長」
の３分科会でそれぞれ議論を展開してきたが、今年
度はそれらの相互の関連性に着目し、女性活躍を大
テーマに議論を展開していくこととなった。開催方
法は現在の新型コロナウイルスの状況に鑑みてフル
オンラインとするが、従来の全員参加型の形式は踏
襲し、「九州を動かす」べくさらに広がりを持たせる
ことを念頭において議論を展開する。

九経連より基山町へ事務局を移管し、新体制と
なって初の研究会を開催。基山町は、経済産業省令
和３年度「地域新MaaS創出推進事業」の先進パイ
ロット地域として選定され、2022年１月８日～２月

 １６日（火）� ［熊本市・熊本城ホール（Ｗｅｂ併催）］

第１９回環黄海経済・技術交流会議
出席者：約400名

 １８日（木）� ［福岡市・ヒルトン福岡シーホーク］

九州×ベルギー ハイレベルディナー

 １９日（金）� ［福岡市・九経連会議室（Ｗｅｂ併催）］

「第４回ＫＹＵＳＨＵ ＮＥＸＴ」開催ＷＧ（第１回）
出席者：11名

 １８日（木）� ［大分県九重町・八丁原発電所］

九州エネルギー問題懇話会エネルギー施設見学会
出席者：19名

 １７日（水）�［東京都・首相官邸、関係省庁、自由民主党］

西日本経済協議会提言・要望活動

 １２日（金）、１３日（土）�  ［大分市・レンブラントホテル大分］

九州デジタル経営塾ｉｎ大分
出席者：39名

 １６日（火）〜１８日（木）�  ［Ｗｅｂ開催］

九経連 スマート農業推進オンラインセミナー
出席者：延べ人数437名（登録者数）  ２２日（月）� ［佐賀県基山町・基山町役場］

第１回きやま地方創生モビリティ研究会
出席者：14名
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４日までの約１カ月間、機能の異なる３つのモビリ
ティ運行や貨客混載事業、運転免許証返納後の疑似
体験イベント等の実証実験を行う。
第１回研究会では、実証実験における事業内容や
KPIについてメンバーと共有の上、実証実験内容のほ
か、社会実装も見据えた議論を行った。

当日は、今年度就任した吉留景子会長（㈱博多ス
テーションビル取締役事業推進部門長）による開会挨
拶の後、 （一社）すごい会議の石田一眞すごい会議認
定プロコーチより「どのようにすれば社長が動かず
社員が主体的に動き売上が上がり続けるだろうか？」
と題してご講演いただいた。
続いて、九州女性の会の役員改選に伴い2021～
2022年度の会長に吉留氏、副会長に濱砂圭子氏（㈱フ
ラウ社長）、青池美和氏（㈱内藤工務店社長）、安田瑞
代氏（RKB毎日放送㈱取締役執行役員）の３名が就任
したことを報告した。
�

ウッドショックにより木材流通サプライチェーン
の脆さが露呈し、この強化が喫緊の課題であること
から、都市の木造・木質化事業を柱にサプライ
チェーン構築を推進している MEC Industry㈱の森下
喜隆社長にご講演いただいた。同社概要・最新情報、
ビジネスモデルやサプライチェーン構築に関する内
容に、活発な質疑応答が交わされた。
その後、次年度の中央省庁への要望内容検討依頼
について、スケジュールや修正手続等を審議し、10
月の大分地区現場視察会と林業関係輸出実績の推移
等の報告が行われた。
�

昨年に引き続き、今年度も生産性向上Webセミ
ナーを開催した。２回目となる今回のテーマは「ト
ヨタ生産方式（TPS）の本質および中堅・中小企業の
生産性向上」であった。
講演は、①トヨタ生産方式（TPS）によるものづく
り力の向上～現地現物での人財育成～（講師：トヨタ
自動車九州）②IoT活用による生産性向上事例～まず、
自分達でやってみる！～（同：戸畑ターレット工作
所、勝山工作所、北九州産業学術推進機構）③中小企
業の生産性向上支援策（同：中小企業基盤整備機構）
の３部構成とした。講演後のアンケートによると、

約７割の視聴者から高評価を得るとともに、９割近
い方々から次回も参加したいという要請・要望が
あった。

九州におけるデジタルトランスフォーメーション
（DX）を産学官金が一体となり推進する「九州DX推
進コンソーシアム」を、九経連、九州大学、福岡県、
デロイトトーマツグループの４者にて設立し、発起
人（設立）総会を行った。今後、地域におけるデジタ
ル人材の育成や、デジタル技術の活用による地域課
題の解決と新たな産業の創造を推進し、持続可能な
地域社会と経済発展の実現を目指す。
当日行われた記者会見で、倉富純男九経連会長が

「九州将来ビジョン2030を実現し、さらなる九州発展
のキーとなるのが『DX』である。産学官金ワンチー
ムとなって、挑戦の風を九州から吹かせ、日本を元
気にしていきたい」と述べた。

昨年に引き続きハイブリッドで開催された。今回
もシード・アーリーステージのスタートアップが対
象となる３分間のピッチコンテスト「ThePitch」が
行われ、優勝賞金100万円を巡って熱い戦いが繰り広
げられた。
　国内27名、韓国他海外６名の登壇者が参加したセ
ミファイナルを経て、６名のファイナリストに各賞
が授与された。各企業、経済団体、VCからの審査に
より、九州を含む世界のスタートアップとのマッチ
ングが期待される内容であった。また、ビジネス
マッチングイベント「X-Tech Match up」も同時にオ
ンラインにて開催された。

※次号（２月号）にて詳細を掲載予定

九州出身および九州での勤務経験のある中央官庁
の幹部職員で構成する「九州応援団」の第３回会合
を開催した。
倉富純男会長からの「国の成長戦略の代表事例と
なる九州モデルを示していきたい」との挨拶の後、
事務局より「九州将来ビジョン2030」の実現に向け
た直近の動きを報告し、意見交換を行った。
今後とも、定期的に会合を開催し、各省庁への相
談窓口として適宜アドバイスをいただくこととして
いる。

 ２５日（木）� ［福岡市・九経連会議室（Ｗｅｂ併催）］

農林水産委員会林業部会第１回事業ＷＧ
出席者：52名

 ２４日（水）� ［福岡市・九経連会議室］

九州女性の会１１月例会
出席者：26名

 ３０日（火）� ［東京都・福扇華］

第３回九州応援団
出席者：９名

 ２９日（月）� ［Ｗｅｂ開催］

産業振興・デジタル推進委員会 中堅・中小企業生産性向上Ｗｅｂセミナー
出席者：235名（登録者数）

 ３０日（火）� ［福岡市・九経連会議室］

「九州ＤＸ推進コンソーシアム」設立

 ３０日（火）�［福岡市・Ｆｕｋｕｏｋａ Ｇｒｏｗｔｈ Ｎｅｘｔ（Ｗｅｂ併催）］

ＳｔａｒｔｕｐＧｏ！Ｇｏ！２０２１
出席者：約600名
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2020年９月に設立されたTEAM FUKUOKAは、福岡への国際金融機能の誘致に向けて、産学官の連携
のもと「オール福岡」で活動を進めている。11月４日に開催された総会では、倉富純男九経連会長が新会
長に選任され、麻生泰前会長（九経連名誉会長）は顧問に就任した。
次に、福岡が継続的にイノベーションを創出する国際都市となるべく、整理
された課題に対する取り組み状況が報告された。わずか１年の間に「国際競争
力のある制度の構築」「快適なビジネス環境の提供」「快適な生活環境の提供」
「プロモーション活動の推進」の分野において各企業・団体によるさまざまな実
績が積み上げられ、各企業・団体の熱意と、地域のまとまりの良さが感じられ
た。さらに倉富新会長からは、この動きを福岡からオール九州へ広げていくこ
とについて提案があり、了承された。
新たに福岡に進出した企業は資産運用業に限らず、その進出を支える業種な
ど多岐にわたり、進出企業によるプレゼンでは、TEAM FUKUOKAへの賛同と
福岡に対する期待が示された。

【地域政策部　時里】

経済・文化・学術などさまざまな分野での関係強化を目的に、「九州×ベルギー ハイレベルディナー」
が福岡市で開催された。
はじめに、ロクサンヌ・ドゥ・ビルデルリング駐日ベルギー大使が「九州に多くのエネルギーとダイナ
ミズムを感じた。ベルギーと多くの協力関係を築ける可能性がある」と挨拶。次に、九経連の麻生泰名誉
会長が「ベルギーはヨーロッパのエントランス。アジアの玄関口である福岡と共通点がある。ベルギーを
大いに勉強する機会としていただきたい」と挨拶。さらに、服部誠太郎福岡県知事が招待者を代表して
「福岡県とベルギーの交流の可能性を大きく感じている。この機会を活用して大いに経済交流が生まれる
ことを期待する」と挨拶した。
続いて、ベルギーの担当者が、「ヨーロッパの物流拠点」「AIへの取り組み」「ヨーロッパにおける都市
づくり」の３つのテーマについてプロモーションを行った。その中で、日本で使われるファイザー社製の
コロナワクチンは全てベルギーで製造・出荷されていることなどが紹介され、参加者は熱心に聞き入って
いた。
その後、テーブルごとに、ベルギー側と九州側参加者の間で活発な意見交換が行われた。今後の協力関
係強化が期待されるイベントとなった。

【国際部　田邊】

倉富純男会長をＴＥＡＭ ＦＵＫＵＯＫＡ新会長に選任～企業・団体の熱意を福岡からオール九州へ～

九州とベルギーの関係強化へ向けたセミナーと交流会を開催

と　き　　11月４日（木）
ところ　　福岡市・西鉄グランドホテル
出席者　　46名

と　き　　11月18日（木） 
ところ　　福岡市・ヒルトン福岡シーホーク
出席者　　71名

報道機関による取材の様子（下）

ドゥ・ビルデルリング大使挨拶 麻生名誉会長挨拶 服部福岡県知事挨拶

プレゼンテーション風景

九州×ベルギー ハイレベルディナー
（主催：駐日ベルギー大使館、共催：九経連）

国際金融機能誘致　ＴＥＡＭ ＦＵＫＵＯＫＡ総会
事務局：福岡地域戦略推進協議会（Ｆｕｋｕｏｋａ Ｄ.Ｃ.)
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第１部　村山貢司氏講演
　　　　「地球温暖化と異常気象」
1980年代後半から気象災害が急激に増えて
いる。この傾向は今後もさらに続き、もっと
ひどくなることが予想される。福岡でもここ
数年毎年のように記録的な豪雨に襲われてお
り、異常気象が当たり前になっている。災害
の規模も拡大、洪水や土砂災害の危険度も高
まっており、気象は危機的な状況にある。
2020年～2021年は世界的に異常な高温や少
雨となり、大規模な山火事や干ばつが発生。
農作物への被害も大きく食糧価格が高騰。イ
ギリスでは広く高気圧に覆われて少雨となり、
風がほとんど吹かずに風力発電量が減少し、
エネルギー供給にも影響が出た。
豪雨の要因の一つは海水温の上昇による海
水の蒸発量の増加。大量の水蒸気が前線とぶ
つかり大雨を降らせる。加えて台風やハリ
ケーンを発達させる。
2100年日本の平均気温は全国で4.5℃、九州
は4.1℃、北海道や東北は５℃近く上昇と予
測。南北の温度差が小さくなると風が弱くな
る。また、年間降水量が減少し豪雨が増え、
水資源が慢性的に不足する。
温暖化対策は産業構造に変化をもたらす。
例えば電気自動車への移行には自動車産業で
の雇用減少やガソリン税急減などの複合的な
課題がある。また、家庭も含め大幅なCO2削
減目標が示されたが、石油、ガスなどの電気
への転換を進めても目標達成は難しい。
温暖化による気象の変化で、風速、日射量、
降雪量が減少し、風力、太陽光、水力発電へ
の影響が懸念される。天候に大きく影響され
る再エネの拡大には、バックアップの火力や
原子力が必要。気象面での不安が増す中、電
力の安定供給に誰が責任をもち、どう取り組
むか、国や関係機関をはじめ全体での議論が
必要だ。

第２部　村上朋子氏講演
　　　　「カーボンニュートラルと
　　　　原子力の役割、課題と展望」
日本のエネルギー政策は「安定供給」「環境
への適合」「経済性の確保」を基本とすること
がエネルギー政策基本法（2002年）に定められ
ている。中でも最優先の目標は「安定供給」
で、原子力利用の目的もそこにあることは第
１回原子力長期計画（1956年）に明記されてい
る。日本のエネルギー需給の構造的な脆弱性
と、それを補う原子力の重要性は福島の事故
以降も変わっていない。
第６次エネルギー基本計画は、気候変動へ
の対応とエネルギー需給構造の抱える課題の
克服を２つの大きな視点とし、2050年カーボ
ンニュートラル実現への課題や2030年に向け
た対応などが記載されている。再エネについ
ては主力電源化に向けて取り組むとし、火力
については初めて電源構成に占める比率の引
き下げに言及した。
原子力については「可能な限り依存度を低
減」「必要な規模を持続的に活用」と相矛盾す
る表現が用いられた。各論では革新技術開発
や核燃料サイクル推進など施策が列挙されて
おり、依存度を低減しつつ多くの施策が実現
できるのか疑問だ。今回計画を議論した基本
政策分科会においても、原子力については委
員の間で意見の相違が大きく、コンセンサス
は得られていない。
また、計画策定と並行して電源別発電コス
トの見直しも行われ、太陽光など再エネのコ
スト低減が確認されたが、電力システム全体
でコストを捉えると電源の競争力は変わる。
2050年カーボンニュートラルに伴うグリー
ン成長戦略では、原子力分野の革新技術とし
て高速炉や小型炉などが挙げられ、小型炉は
アジアなどへの展開を目指すとしている。

みんなで考えよう！！
明日のエネルギーと原子力
～「原子力の日」講演会～

（2021年10月19日（火）
九州エネルギー問題懇話会 エネルギー講演会での講演）

講演要旨

気象予報士
気象環境研究所主任研究員

村山  貢司

（一財）日本エネルギー経済研究所
原子力グループ マネージャー

村上  朋子
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◇�日本・九州とベトナムの戦略的パートナー
シップをさらに広めるために
ベトナムは日本より面積、人口ともに小さ
いが、国土の地形はＳ字型でよく似ており、
世界で最も経済、技術が発展しているアメリ
カ、中国、日本があるインド洋・太平洋をつ
なぐ位置にある。ドイモイ政策から35年、継
続的に経済は発展、人口構造も黄金期で、外
国人投資家にとって魅力的な国である。政治
的・社会的に安定し、マクロ的に良好な発展
を続け、経済は頑強だという評価を受けている。
ベトナムは日本に学ぶところが多い。それ
は日本が世界第３位の経済大国であり、世界
に誇る科学技術を持っているから。加えて日
本の発展モデルを学ぶべきである。多くのベ
トナムの若者が日本に行って学ぼうとするの
は、彼らの親たちに日本への信頼があるから
である。
政治面において、日越は深い関係を続けて
いる。両国の高い政治的信頼に基づくもので、
1993年から現在まで、両国の首相レベルの訪
問は、年1.5回とかなり多い。2020年に当時の
菅義偉首相がベトナムを訪問して以来、コロ
ナ禍でお互いの訪問は途絶えているが、2021
年初めから共産党書記長、国家主席、首相、
国会議長が、日本の首相や高官と５回の電
話・オンライン会談を行っている。また、地
方自治体レベルでは、40組以上の協力関係が
締結されている。これらの関係が経済的、文
化的、人的交流の基礎となっている。
経済面で特筆すべきは、2021年の困難な時
期に日本だけが直接投資を増やしていること
である。これは両国がwin-winの関係にあるこ
とを表し、日本の投資家がベトナムを信頼し
ている表れである。また、貿易についても
2021年の総貿易額は既に前年の80％に達して
おり、対前年比増加は間違いない。
もう一つ言及すべきは、在日ベトナム人数

で、日本における在日外国人数でベトナムは
２位だが、九州においてベトナム人数は最も
多い。安倍晋三元首相による在日ベトナム人
に関する「両国共通の財産」との発言、九州
経済国際化推進機構のトップの「日越関係は
沈むことなく常に上向き」との発言は、両国
が信頼しあい、価値観を共有し、長期的観点
で協力関係を築いていく意思の表れと思う。
◇新型コロナウイルスの現在の状況
ベトナムでは、10月17日午後６時時点で64
百万回分のワクチンを接種済みで、ホーチミ
ンでは、人口の99％が１回目接種済み、２回
目接種済みが16％。ベトナム政府は隔離から
徐々に正常な状態に戻す方向性である。ベト
ナム政府トップは、数十回にわたり、海外の
企業団体、経営者、商工会議所、そしてベト
ナム大企業のトップとコロナ解決策について
意見交換を行ってきている。
◇九州との関係強化の主要課題
今後は、まず医療、ワクチン製造や医療設
備の製造などについて協力していきたい。ま
た、農業、工業、環境、科学技術について関
係を強化したい。人的交流は、大学、大学院
のレベルで学ぶ人を増やしたい。そのために、
総領事館、九経連、KPCの組織を使って協力
関係を強化することが考えられる。
◇九州プロモーションセンター（KPC）
KPCの機能をさらに拡大させて協力関係を
強化したい。また、ベトナム国内でKPCのPR
活動を行っていきたい。KPCでいろんなイベ
ントを計画することで、人的な交流を増やし
ていくことができると思う。
◇最後に
決して少なくはない在日ベトナム人45万人
と、日本との具体的な協力について、今後も
九経連、九州経済国際化推進機構との話し合
い、交流をさらに深めていきたい。

ベトナム・九州間の関係強化促進
～新型コロナウイルス感染症パンデミックとその後～

（2021年10月19日（火）国際委員会企画部会での講演）

講演要旨

在福岡ベトナム社会主義
共和国総領事館 

ヴー・ビン 総領事
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１．はじめに（紙とデジタル）
某医療機関の電子カルテがウイルス感染し、
通常業務が長期停止するなど、デジタルの利
便性は脆弱性と常に隣り合わせである。しか
し、ログや暗号化により痕跡を残すことがで
き、さらに的確なセキュリティ対策を講じる
ことにより被害を未然に防ぐことが可能であ
る。反面、ファックス等に放置された重要書
類や紙カルテは、暗号化できず、知らぬ間に
コピーされても痕跡すら残らない。被害発生
に気づくことも、被害を未然に防ぐことも困
難であり、紙がデジタルよりセキュリティ上
優れているとは言えそうにない。
2021年９月１日にデジタル庁が発足したが、
同年６月末で全廃する予定だった霞が関の
ファックスは、各省庁から400件近い反対意見
を受け、事実上断念した経緯がある。災害時
は、手書きで誰もが活用できるメリットはあ
るが、実際の主な反対理由には、ハッキング
などサイバーセキュリティ上の懸念が挙げら
れた。これは、セキュリティに対する捉え方
や考え方の違いから、業務の迅速化・的確化
等のデジタルの恩恵やビジネスチャンスを組
織が自ら逃した事例の一つである。
このような事例が日本全国で積み重なって
いるとすれば、その機会損失は、計り知れな
い。今求められる人財は「紙とデジタルの基
本的な違いとメリット・デメリット」のよう
な基本的で初歩的なボトルネックを見極める
目利き力を持つ人財であり、自分たちが行い
たいビジネスにおいて必要なサイバーセキュ
リティが担保された場合、どのような利点が
生み出されるかを分かりやすく伝えることが
でき、現場も経営者も巻き込み、ビジネスと
事業に必要なサイバーセキュリティを牽引す
る「牽引型のセキュリティ人財」と言える。
このような人財の育成に向け、九州大学サ

イバーセキュリティセンターでは、主に社会
人の現役エンジニアを対象とした大学院レベ
ルのサイバーセキュリティ教育プログラム
「ProSec-IT（九大enPiT-Pro）」や、技術以外
の側面であるルール形成戦略や経済安全保障
等の分野にも着目した「SECKUN」を開講し
ている。また、長崎県立大学では、在職のま
までの学びを促進する「昼夜開講制度」や
「長期履修学生制度」を設け、2021年度は、情
報セキュリティリスクマネジメント特論など
６科目をenPiTに提供している。九州・山口
の情報セキュリティ人財育成を支える九州大
学および長崎県立大学の目的や意義、方向性
について本稿で紹介する。
２．�機器導入（費用）でなく、人財育成（投資）

視点こそがセキュリティの要諦
日本におけるサイバーセキュリティ対策に
ついては、情報技術や暗号技術などの技術的
な側面が強く、サイバー攻撃に対する機器設
備増強こそが「対策のためのコスト」である
という捉え方が主流となっている。また、近
年、WAF、IPS/IDS、FW等のサイバーセキュ
リティ専用機器が存在しているため、そうし
た高価な機器を備え、運用できる最少人数の
技術者を配置すればよいという捉え方も、株
主資本主義の効率経営では、一見成り立ちそ
うに思える。そのような中で、社会人に向け
て教育という人財育成「投資」をあえて行う
意義は、何であろうか？「守り」と「攻め」
の両面から捉えてみたい。
第一に「守り」の側面から考えてみる。い
つの時代でも機器や設備の導入だけを行って
も万全の「守り」とはならない。情報漏えい
の要因は約７割が紛失や誤操作、管理ミスな
どの人的要因によるものであり、セキュリ
ティホールやバグなどの技術的要因を大きく
上回る。また、現在はテレワークなどにより、

九州大、長崎県立大における社会人向け情報セキュリティ
リカレント教育について（enPiT ProSec等の取り組み）

産業振興・デジタル推進委員会では、大学と連携したＩＣＴ利活用人材育成に取り組んでいる。
今回は、社会人向けの情報セキュリティリカレント教育を行っている九州大学と長崎県立大学
より寄稿いただいた。

寄
稿

九州大学 サイバーセキュリティセンター 学術研究員　藤岡福資郎
長崎県立大学 情報システム学部 情報セキュリティ学科 教授　山口  文彦
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環境も端末も多様化し、人的要因に関連する
脅威がますます高まっている。
つまり経営層を巻き込んだ組織全体の啓発
は、機器ではなく人財にしかできないため、
「守り」の側面における教育投資が意義を持つ
のである。例えば、個人情報保護などのセ
キュリティ講習や標的型メール訓練の継続的
な実施が挙げられる。特にクリックをした人
物や組織を責めるのではなく、「気づきのポイ
ント」の周知と「通報の協力」を促すスタン
スで取り組めば、情報漏えいの危険行為を未
然に予防し、漏えい発生時の連絡先・体制を
周知・浸透でき、風通しのよい組織防衛文化
を醸成できる。
漏えい事故により第三者に損害を与えた場
合には経営責任を問われるが（会社法423条，
426条）、取り組みを全く行っていない場合の
経営責任は非常に重く、顧客離れや取引先喪
失による業績への影響も甚大化する。将来的
な株価や売上の回復可能性の著しい低下は想
像に難くない。
ランサムウェア感染により、上場企業で財
務諸表の報告ができない事例や地域中核医療
機関の機能が停止した事例など取り返しのつ
かない信用失墜や、回復に数億円のコストを
要した案件も生じている。リスクマネジメン
トの側面から人財への先行投資を実施するこ
とは、ステークホルダーとの良好な関係を構
築し、危機から経営を守るために必須である。
第二に「攻め」の側面からは、ビジネス
チャンスへの影響が挙げられる。サイバーセ
キュリティ基本法では「イノベーションの創
出、経済社会の活力の向上」（第３条）が謳わ
れているが、多様な働き方や円滑なコミュニ
ケーションを推進可能なセキュリティを確保
できる技術や文化を持つ組織と、そうでない
組織では、業務効率だけでなく、新しい発想
を生む風土などに大きな差が生まれる。機器
の操作や判断を失敗しても事業が継続する壊
れにくい組織（＝フェイルセーフで持続可能な
組織）を作り出し、ビジネスやイノベーション
を育むセキュリティを推進するのは、機器で
はなく、他でもない人財である。
例えば、GDPR（EU一般データ保護規則）
で採用されているプライバシーバイデザイン
（PbD）などの「フェイルセーフな仕組み」を
開発時に実装する手法は、ハンディキャップ

のある方や高齢者が仮に機器を「落としても」
「なくしても」「間違った操作をしても」大丈
夫な商品・サービス開発に応用できる。
また、個人情報保護法の目的には、「個人情
報の適正かつ効果的な活用が新たな産業の創
出並びに活力ある経済社会及び豊かな国民生
活の実現に資するものであること」が謳われ
ている。2020年の個人情報保護の改正で「仮
名加工情報」が新設された。第三者提供は禁
止されている（＝社内限定）が、一定の要件の
もと利用目的の制限（法15条第２項）や漏えい
等の報告等（法22条の２）、開示・利用停止な
どの請求対応（法27条から第34条）の義務が適
用除外となる。機械学習の学習用データセッ
トなど漏えいリスクを軽減しながら有用性を
活かし応用が期待できる。
３．�九州大学における情報セキュリティリカ

レント教育
2021年、ProSec-IT（九大enPiT-Pro）の受講生
は18名、SECKUNは、ProSec-ITの選択コース
として2021年度より５コースに再編、30名が
全国からオンライン受講中である。コース選
択方式（１コース年間６万円）に再編し目的に
合う受講促進を図った。今年度は、ProSec-
ITの文部科学省からの予算措置最終年度のた
め、来年度以降の自走体制（特別な予算措置無
しに独自に事業を運営する体制）の構築も考慮
に入れた。 
⑴ProSec-IT（九大enPiT-Pro）
日本の情報産業の国際競争力を高め、第４
次産業革命やSociety5.0として進展させるに
は、それらを牽引する人財育成が不可欠であ
る。九州大学では教育と人財育成および社会
貢献に関するミッションの一つとして、社会
人エンジニアのサイバーセキュリティ技術の
学び直しを目的とする大学院レベルの教育プ
ログラム「ProSec-IT（九大enPiT-Pro)」を
2018年から実施している。科目等履修生とし
て単位取得が可能な履修証明プログラム（メイ
ンコース）であることに加え、文部科学省の
BP認定を取得し、教育内容の品質を担保して
いる。2020年までに合計63名の修了生を輩出
した。修了生は、企業内だけでなく、地域の
勉強会の講師を務める等、活発な交流を生む
人財として活躍している。
メインコース年間約24万円、月換算約２万
円で最新技術を体系的に学び直せる短期集中
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型の教育プログラムである。最先端の研究成
果に基づくオリジナル教材や実務家教員によ
る社会人のニーズに根ざした多くの演習やグ
ループワークが含まれており、新技術獲得や
基盤知識の習得ができる低価格で高品質な教
育プログラムを提供している。

 

具体的には、Webアプリケーションを代表
とする情報システムの構築から、セキュアな
運用、サイバー攻撃からの防御、実際にイン
シデント発生時の対応まで実践的に学べるカ
リキュラムである。さらに背景の理論や技術
も深く学ぶことができる。
開発・運営は、情報セキュリティ大学院大
学、長崎県立大学、慶應義塾大学、東北大学、
大阪大学、和歌山大学、さまざまな機関、企
業と連携、さらに新しいタイプのコミュニ
ティを福岡県警や九経連を含む産官学で構
築・運営している点が特徴である。

⑵SECKUN
2019年より厚生労働省の委託事業として戦
略マネジメントの要素を付け加えた新しい教
育プログラム「SECKUN」を開発。2020年に
140時間の講義・演習の施行（無料）を実施し

た。受講生は、全国から86名が集まった。セ
キュリティエンジニアのほか、ユーザ企業の
セキュリティ担当、裁判官、子育て中の女性
エンジニア、起業家、投資家等多彩な背景を
持つ67名が修了した。
世界の先端に留まり続ける技術者を育成す
る最先端の技術教育に加え、人間の脆弱性（心
理学）、海外セキュリティ法則、メディア対応
演習等も準備し、IT-BCPと組織全体のBCP
とを総合的に担える人財育成を目指した。「サ
イバーセキュリティ技術調査科目群」では、
先端的な技術者らが共通して持つ、最新技術
の一次文献を自ら調査・理解して追試や応用
能力の開発を主眼に置いた。
サイバーセキュリティ技術を広範囲に普遍
的に扱うのは現実的ではないため、今後重要
性を増す先端技術（＝Moving Target Defense, 
Block Chainクラウドセキュリティ アーキテ
クチャレベルの脆弱性）を選択し、技術調査の
方法や追試、応用の在り方を例示した。受講
者が自ら興味のある技術にも技術調査を適用
できる応用力を育成、現在はProSec-IT Next
コースとして提供しているフェイルセーフな
組織（＝失敗しても壊れない組織）づくりに活
かすリスクマネジメント、経済安全保障と新
規ビジネス投資演習を「マネジメント科目群」
として準備した。

危機の現場で不動のリーダシップ発揮に活
かせるインテリジェンスや地政学、セキュリ
ティ心理学、医療機関でのインシデント発生
時を想定したBCP体験型机上演習を「ブリッ
ジ科目群」として準備した。修了生や受講生
は、自発的にオンラインコミュニティを構築
し、イベントや勉強会、連携大学の教育プロ
グラムへのグループ参加等、九州・山口から

図１．ProSec-IT（医療機関BCP体験型TTX）

図２．ProSec-IT（開発運営イメージ図）

図３．SECKUN（経済安全保障と新規ビジネス投資）

産
連携企業

受講生派遣企業
九経連

中小企業支援団体

官
福岡県警

学
情セ大，東北大
慶大，阪大
和歌山大
長崎県立大

目的，課題，問題意識を共有する
九州ニーズに根ざしたコミュニティ

情報交換会自走体制の基盤
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全国へ活発な交流活動をしている。
「地域セキュリティ講演」や「新しいセキュ
リティビジネス・キャリアシンポジウム」
（120名）、有識者を招きBCPや危機管理の公
開講演会（無料）等も開催している。
４．�長崎県立大学における情報セキュリティ

リカレント教育
長崎県立大学は2020年４月に大学院の再編
を行い、地域創生研究科という一つの研究科
に地域社会マネジメント専攻・情報工学専
攻・人間健康科学専攻の３専攻を設置してい
る。本研究科では、学ぶ意欲を持つ社会人の
方々を科目等履修生として受け入れている。
こうした社会人のリカレント教育にあたり、
在職のままでも学びやすくするため、夜間の
受講も可能な「昼夜開講制度」および、標準
修業年限を超えても教育課程を履修できる
「長期履修学生制度」を設けている。
enPiT ProSecには、連携大学として参加し
ており、情報工学専攻情報セキュリティコー
スの科目のうちのいくつかを提供している。
セキュリティ実践者・開発者向けに、情報シ
ステムを安全に開発・管理・運用することを
実践するための基礎・原理を身につけること
と、セキュリティを考慮した情報システムを
構築することを可能とする技術・知識を身に
つけることを狙いとする教育プログラムと
なっている。2021年度には、暗号数理特論・
データセキュリティ特論・ソフトウェア開発
プロセス特論・ネットワークセキュリティ特
論・情報セキュリティリスクマネジメント特
論・人工知能特論の６科目を提供した。これ
らのうちの３科目に合格することでハーフ
コースの修了が認定され、６科目すべてに合
格することでメインコースの修了が認定され
るというコース設定である。授業内容の改善
を図って提供科目の変更が予定されているが、
2022年度も受講生を募集するので、ぜひ受講
をご検討いただきたい。
授業科目提供のほかにも、enPiT ProSec関

連イベントとして、講演会や講習会を開催し
てきた。2020年度には、暗号と認証について
の研究の最新動向および、IoT時代の制御セ
キュリティについての講演会を開催し、本学
学生だけでなく地域の企業の方々などに聴講
していただいた。また、技術者向けの実践的
な講習として、サイバー攻撃対応トレーニン

グをオンラインで開催した。図４はこの講習
会での様子である。今後もこうした講演会や
講習会を開催する予定なので、奮ってご参加
いただきたい。

長崎県立大学では、2023年に情報セキュリ
ティ産学共同研究センターが開設される予定
である。企業との共同研究室や多目的スペー
スを備えた新棟を、現在建設中である。本学
はこれからも学部、大学院、そして社会人の
リカレント教育を通じ、情報セキュリティ人
財の育成に取り組んでいく所存である。
５．終わりに
今後も産官学の連携やOB・OGのネット
ワークを広げられるようハンズオン型の演習
を中心に受講しやすい環境と価格を維持する
ことで、九州・山口から日本全体をフェイル
セーフで持続可能な環境に牽引する仲間を日
本、世界、そして宇宙に生み出していきたい
と考えている。

（今後の募集予定）
〇九州大学
・募集期間：2021年11月～

2022年２月（１次募集）
・募集人数：�ProSec-ITおよびSECKUN
　　　　　　各コース合計120名程度
・�募集要項：�ProSec-ITは、https://cs.kyushu- 

u.ac.jp/enpit-pro/に掲載中。
　　　　　　SECKUNは、別途募集します。
　　　　　　見学・相談受け付けます。
・問い合わせ先：�prosec-it-staff@cs.kyushu-u.ac.jp

九大ProSec-IT事務局　藤岡

〇長崎県立大学
・�enPiT ProSecでは、以下のWebページに募

集などの案内を掲載しています。
　https://sun.ac.jp/siebold/sec/enPiT-prosec/

図４．サイバー攻撃対応トレーニング
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＜2020年９月14日入会＞

会員紹介
 Member Introduction

法人紹介

公益財団法人国際労務管理財団（ＩＰＭ）は、

１９９３年に外国人研修生制度（現・技能実習制

度）が開始された時期に設立した団体監理型の

技能実習生受入れをお手伝いする監理団体で

す。また、２０１９年４月に施行された新たな特

定技能の制度における登録支援機関の業務も

行っております。

当初中国から始まり、モンゴル、ベトナム、イ

ンドネシア、タイ、フィリピン、カンボジアそし

てミャンマー等からの技能実習生を受け入れて

います。これまでの外国人受入れ累計は約１万

人、２０２１年１１月現在でのＩＰＭ監理・支援の外

国人は、建設就労者および特定技能をあわせて

約２，０００人となります。

東京本部他全国７カ所の地方事務所を配置し

ており、九州地方に関しては福岡事務所と熊本

事務所、そして２０２１年１１月には長崎に駐在員

事務所を新設しました。東アジアや東南アジア

との経済関係が歴史的にも強い九州の各自治体

と海外との相互理解と連携強化に力を入れてい

きます。

団体の特長としては、以下４点あります。
◦地域および業種に縛りがないこと
　�全職種中９７．６％の職種の取り扱いが可能、そして日本
全国どこででも受入れが可能です。
◦日本語教育への取り組み
　�六甲の研修センター、専門の日本語部署および教師で
取り組みを重ねており、特に実践的な会話の部分に力
を入れています。
◦外国人職員の在籍数
　�２０２１年１１月現在で、職員９３名のうち２９名が外国籍で
す。母国語での対応が必須な本業界においては重要な
ことだと考えています。
◦設立からの経験値
　�１９９３年の設立以来２８年間にわたり好事例を蓄積してき
ました。同時にさまざまなトラブル事例にも対処し、
解決してまいりました。このノウハウがある意味で当
財団にとって一番の財産といえます。

現在の課題は、関係する方々が制度に対する

理解をさらに深めていただくことであり、これ

を分かりやすく推し進めていくことが、当財団

の大切なミッションです。

最後に、当財団がスローガンとする『五方笑

顔』について、海外人材、そのご家族、送出し

機関、受入れ企業そしてＩＰＭの５つの笑顔を目

指し、突き詰めていくことで、明るい未来が

待っていると信じています。

法 人 名

創 業

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員 数

本 部 所 在 地

電 話 番 号

ホームページ

法 

人 

概 

要

公益財団法人国際労務管理財団

１９９３年３月

理事長　池田  英人

⑴海外諸国における労働事情や企業の海
外進出等に関する調査研究および支援等
の国際交流事業　⑵海外諸国の青少年等
の育成および親善交流等の海外諸国との
人材交流事業　⑶技術・技能の修得を目
的とする外国人技能実習生受入れ事業を
行う実習実施機関の監理団体としての業
務および無料職業紹介事業　⑷特定技能
外国人受入れ事業を行う登録支援機関と
しての業務および職業紹介事業　⑸広報
誌の発行等の広報活動　⑹その他この法
人の目的達成に必要な事業

９３名（２０２１年１１月１日現在）

〒１６０-００２２　東京都新宿区新宿１-２６-６
新宿加藤ビルディング７階

０３-３３５４-４８４１

https://www.ipm.or.jp/

皆様はじめまして、

公益財団法人国際労

務管理財団の理事長

池田英人と申します。

日本の総人口が減

りつつある中、外国人

の人口の割合が２０１９

年１月に初めて２％

台になりました。こ

のようなグローバル

時代に、来日した外国人の方々とその関係

者に笑顔になっていただくことが、私たち

の理念です。グローバル人材共生社会の実

現に向けて、日本全国の地域に情報を発信

していきます。

理事長　池田  英人

ベトナム・ハティン省との人材育成交流事業に係る連携協定調印式
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＜2021年２月22日入会＞

会員紹介
 Member Introduction

法人紹介

現在、当社では米麦生産事業を中心とし、主

食米２０ｈａ、飼料米１０ｈａ、飼料稲１２ｈａ、飼料

作物９ｈａ、麦２ｈａ、大豆２ｈａ、菜の花２．５ｈａ、

総作付面積５７．５ｈａを営農しております。米麦以

外にも農業請負事業においては、お客様のニー

ズに応じ、耕起作業、田植え作業、収穫作業や

農業において最も重労働とも言える農薬散布を

大規模圃場では無人ヘリ、小規模圃場ではドロー

ンを使用し年間約３００ｈａを請け負っており、マ

ルチな農業に対応しています。しかし全国的に

農業人口の減少や高齢化が拡大し、追い打ちを

かけるように農業機械や資材の高騰、米価低迷

により離農者が増加しているのが現状です。

その中で当社は、持続性のある農業を目指

し、米麦、請負に加え施設栽培にも取り組み始

めました。施設には九州初の高度環境制御型ハ

ウスと栽培管理システムを導入し、無農薬水耕

栽培を２０２２年４月より稼働いたします。この

施設導入により無農薬野菜を通年栽培すること

で、安全な野菜を安定供給することができ、現

在ではアジアＧＡＰ認証取得（取得中）とＳＤＧｓ

達成に向け、農業を通じた食に対するスタッフ

の意識改革にも取り組んでいます。

今後、持続可能な農業を行うためには人材が

必要不可欠です。対策として、定年退職者の雇

用、農福連携による障害者の正規雇用、外国人

研修生の受入れ等により人材不足を解消し、食

に対する教育を徹底するなど、持続性のある農

業を目指します。そして安全な農産物を皆様が

安心して食していただけるよう継続してまいり

ます。

法 人 名

創 業

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員 数

本 店 所 在 地

電 話 番 号

ホームページ

法 

人 

概 

要

アグリプロ株式会社

２０１３年２月１日

代表取締役　松蔭  利幸

米麦生産事業、農作業請負事業、

施設園芸事業

５名（パート・アルバイト１０名）

〒８２４-００４４

福岡県行橋市天生田４７３番地

０９３０-２８-９６１８

https://www.big-advance.site/s/160/1268

当社は先代の農業

を受け継ぎ、行橋に

て営農しておりま

す。２０１３年に前職を

退職し、個人農業を

法人化いたしました。

当社では前職の経

験と知識を活かし、

農業人口減少に対応

した農業への取り組み、人材教育、スマー

ト農業への移行、生産過程での見える化な

ど強化し、少人数による大規模農業経営に

取り組んでおります。食することの大事

さ、質の良い農産物を安定供給できるよう

皆様とともに貢献してまいります。

代表取締役　松蔭  利幸

アグリプロ株式会社

無農薬水耕栽培でのサラダホーレンソウ
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＜2021年７月19日入会＞

会員紹介
 Member Introduction

法人紹介

株式会社日商保は「挑む企業に、新しい保証

を。」をスローガンに、ファイナンスサービス

によって企業の挑戦と成長を支援し、日本経済

を活性化することをミッションとする企業で

す。企業がオフィス・店舗など事業用不動産を

借りる際に預ける敷金（保証金）を削減し、資

金を事業投資に活用できるようになる敷金減額

サービス『敷金半額くん』の提供、オフィス・

店舗など事業用不動産の賃貸仲介および売買仲

介事業を展開しております。

『敷金半額くん』は、万が一、入居企業に倒

産・破産などが生じた場合の賃料や原状回復費

などの債務を弊社がオーナーに対して保証する

ことにより、入居企業が預けなければならない

敷金を半額から最大ゼロ円にできる弊社独自の

サービスです。企業は入居・移転時の初期費用

である敷金の金額を抑え、その資金を事業に活

用することができます。また、オフィスや店舗

を貸す側である不動産オーナー様にとって入居

の阻害要因となる敷金をリスクなく下げられる

ことから、物件への入居促進の手段としてオー

ナー様にも積極的に活用いただけるサービスで

す。２０２０年春からは物件の入居時だけではな

く、入居中に預けている敷金を流動化できる敷

金返還サービス『敷金返還くん』も新たに展開

しています。

福岡における事業活動として、２０１８年に東

京本社に次ぐ２番目の事業拠点として福岡営業

所を開設いたしました。営業所の開設以来、福

岡市における創業支援プロジェクトの立ち上げ

や地元の不動産会社様、金融機関様との業務提

携などにも取り組み、九州で飛躍される多くの

成長企業様にサービスを提供させていただいて

おります。

２０２２年１月より福岡営業所を福岡支店に改

組し、日商保はこれまで以上に福岡をはじめ九

州の成長企業様、不動産オーナー様の挑戦をご

支援し、事業成長に貢献してまいります。

法 人 名

創 業

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員 数

本 社 所 在 地

電 話 番 号

ホームページ

法 

人 

概 

要

株式会社日商保

２０１１年９月１６日

代表取締役社長　豊岡  順也

オフィス・店舗等事業用不動産の敷金
減額サービス『敷金半額くん』の提
供、オフィス・店舗等事業用不動産の
賃貸仲介および売買仲介サービス

２０名

〒１０５-０００３　東京都港区西新橋
１丁目７番２号　虎の門髙木ビル３階

０３-６２０６-１６６９

https://jpcpg.co.jp/

日商保は２０１８年に

福岡に営業所を開設

し、三好不動産様、

第一交通産業グルー

プ様、西日本シティ

銀行様といった多く

の企業様とご連携さ

せていただきなが

ら、敷金減額サービ

ス『敷金半額くん』

を中心に事業を展開してまいりました。弊

社サービスは、オフィスや店舗の借り手と

なる事業者様、貸し手である不動産オー

ナー様の両方のお役に立てる三方良しの

サービスです。

２０２２年１月より、営業所は福岡支店に

昇格いたしました。これまで以上に福岡を

はじめとする九州の皆様の企業成長のお役

に立てるよう、取り組んでまいります。

代表取締役社長　豊岡  順也

オフィス・店舗の敷金減額サービス『敷金半額くん』ご利用イメージ
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皆さま、はいたい！クリーングリーングレイシャスの新里瑞紀です。
あけましておめでとうございます。お正月はいかがでしたか？沖縄では良いお正月のこと
を「いいしょうぐゎちでーびる」と言います。皆さまの地域にも「良い正月だった」ことを
表す方言はありますでしょうか。
さて、今月は沖縄本島中部沖縄市にある「沖縄こどもの国」をご紹介します。
　日々、ＹｏｕＴｕｂｅやＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍを通して、沖縄の魅力をお届けしてお
ります。ぜひチャンネル登録＆いいねをお願いします！
■「ミス沖縄公式YouTubeチャンネル」はこちらhttps://bit.ly/2Fa1tlW

～沖縄こどもの国～　(沖縄県沖縄市胡屋５－７－１)
沖縄こどもの国の施設には、動物園とワンダーミュージアムが

あります。動物園には、哺乳類、鳥類、魚類、爬虫類など約２００種類の動物が生息し、
日本や世界の動物をはじめ、琉球弧に生息する珍しい動物たちを見ることができます。
世界でも珍しいホワイトライオンは迫力がありかっこよく、昨年夏に誕生したヤクシ
マザルの赤ちゃんの可愛くて元気な姿は、とても愛らしくて癒やされます。多彩な動
物たちを間近に見ることで、生命の尊さや素晴らしさを実感することができますよ。
また、ワンダーミュージアムでは、「理解と創造は驚きに始まる」というコンセプト
のもと、こどもたちの可能性を信じ、こどもたち自身が自ら不思議や驚きを見つける
ことができる、沖縄初・沖縄唯一のチルドレンズミュージアムとなっています。施設
内のがんまり研究室では作品を考えることができ、こどもたちが出したアイディアを
実現し、作品として展示しています。このように、こどもたちの感性や知恵を刺激す
る体験ワークショップがいくつもあり、こどもだけでなく大人も楽しむことができる
施設となっています。
私たちミス沖縄のＹｏｕＴｕｂｅでは、沖縄こどもの国の「動物園」と「ワンダーミュー
ジアム」の魅力をお届けしていま
すので、ぜひご覧ください。そし
て、ご家族で沖縄に旅行に来られ
た際には、ぜひ沖縄こどもの国に
お立ち寄りくださいね♪

（一財）沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）

沖縄観光通信沖縄観光通信
〜ミス沖縄がおススメする沖縄観光情報〜

【今月のおススメ】ホエールウォッチング
沖縄では１２月下旬から４月上旬ごろまで、ホエールウォッチングを楽しむ
ことができます。夏場は北の湖で栄養を蓄え、繁殖期の冬場になると暖かい
沖縄に、ザトウクジラがやって来ます。冬の沖縄観光として人気が高く、ご
家族や友人同士でお楽しみいただけます。オキナワンブルーの綺麗な海とザ
トウクジラの圧巻の姿に、感動すること間違いなし！冬の沖縄を訪れてみて

はいかがでしょうか。

ミス沖縄紹介Webページ　https://www.ocvb.or.jp/activities/missOkinawaミス沖縄紹介Webページ　https://www.ocvb.or.jp/activities/missOkinawa
も併せてご覧ください。も併せてご覧ください。

皆さまへ沖縄の魅力をお届けいたします。皆さまへ沖縄の魅力をお届けいたします。

新型コロナウイルス感染予防・拡散防止に取り組んでいます！
ミス沖縄

クリーングリーングレイシャス
新里瑞紀
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九 州 観 光 推 進 機 構 ニ ュ ー ス

　　　　１日目　福岡市内

▼　車で約40分　▼

❶　太宰府天満宮
10:00　�太宰府天満宮は、菅原道真（すがわらのみちざね）公の御墓所（ごぼしょ）の上にご社殿を

造営し、その御神霊（おみたま）を永久にお祀りしている神社です。「学問・至誠・厄除
けの神様」として、日本全国はもとより広く世のご崇敬を集め、年間に約1,000万人の参
拝者が訪れています。

7 福岡・別府・大分ゆったり＆くつろぎ満喫コース

別府というと温泉の多い大分県でも有数の温泉地ですが、温泉以外にも別府には魅力的な観光スポット
がたくさんあります。神楽女湖には鶺鴒などの野鳥が生息しており、花菖蒲の名所として知られていま
す。また、十文字原展望台からは、美しい自然と町並みを一望でき圧巻です。温泉だけでなく自然も芸
術も楽しめるコースです。

このコースのエリア

おすすめシーズン

日数
福岡県　大分県

春　夏　秋　冬 一人旅／家族旅行

１泊２日
START

GOAL

GOAL

1 2 5

～2 4

4

1

～5 7

START

九州観光ポータルサイト「九州旅ネット」で
旅行者に人気のモデルコースをご紹介！

第１回観光地域づくり法人九州連携会議を開催しました
九州観光広報センターにおいて、九州運輸局との共催により、「観光地域づくり法人九州連携会議」を開催いた

しました。

九州内の観光地域づくり法人のうち、１３団体のご担当者に参加いただき、各地域の取り組みや課題について意

見交換を行いました。

今後も定期的に会議を開催し、各法人の連携を図ってまいります。
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【本件問い合わせ先】（一社）九州観光推進機構（ＴＥＬ：０９２−７５１−２９５１）

九州観光推進機構のホームページ　https://www.welcomekyushu.jp「九州旅ネット」　も併せてご覧ください。

▼　車で約２時間　▼

❷　鉄輪温泉（鉄輪むし湯）
13:00　�鉄輪温泉は、大分県別府市にある温泉で、別府八湯の一つです。温泉の湧出量では日本

最大である別府の源泉の大半が鉄輪に集中。鉄輪むし湯は、約８畳ほどの石室の中に石
菖（せきしょう）という薬草が敷きつめられており、薬草の香りに包まれながら蒸し風呂
を体験できます。湯治場の面影を濃く残し、レトロな町並みと別府地獄めぐりの多くが
鉄輪温泉にあります。くつろぎのひとときを過ごしてみてはいかがでしょうか。

▼　車で約５分　▼

❸　別府地獄めぐり
14:15　�別府地獄めぐりは、大分県別府市の別府温泉に多数存在するさまざまな奇観を呈する自

然湧出の源泉「地獄」。海地獄、血の池地獄、白池地獄、龍巻地獄は、2009年７月23日
に別府の地獄として国の名勝に指定されました。自然が創り出す地形をご堪能ください。

▼　車で約15分　▼

❹　別府公園
15:15　�JR九州別府駅の西北西約700mの別府市中心部にあるほぼ正方形の広大な都市公園で、別

府市民の憩いの場となっています。別府市内を一望できるとともに、木々や池もあり、
散歩コースとしてもおすすめです。

　　　　２日目　別府市内
▼　車で約10分　▼

❺　高崎山自然動物園
10:00　�大分市の北西部、標高628ｍの高崎山には、現在約1,000頭のニホンザルが二つの群れに

分かれて生活しており、毎日サル寄場に現れます。数百頭の大群が山から降りてくる様
や引き上げる様は壮観で、他の動物園では見ることができません。

▼　徒歩約５分　▼

❻　大分マリーンパレス水族館「うみたまご」
13:00　�大分市と別府市の中間地点、田ノ浦ビーチからほど近くにある大分マリーンパレス水族

館「うみたまご」。別府湾の景観と一体化したような近代的な建物が目印です。
�半開放型の館内は、２階建ての屋内と、広く開放的な屋外からなっています。屋内オー
シャンゾーンの大回遊水槽では、県南リアス式海岸を再現した疑岩の周りを豊後水道の
魚約90種1,500尾が泳いでおり、魚たちの迫力ある動きを間近に見ることができます。

▼　車で約20分　▼

❼　大分県立美術館
15:00　�「五感のミュージアム」「出会いのミュージアム」がコンセプトの美術館。世界的建築家 

坂 茂 氏設計の建物も見どころの一つ。見学の後はMuseum Shopでオリジナルグッズを
買い求めるもよし、カフェの地産地消メニューを楽しむもよし。ゆったりと贅沢な時間を
お過ごしください。

▼　車で約２時間　▼

　　　　福岡市内

START

GOAL
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「おいでませ山口！ＵＪＩターン
就職説明会」を開催

山口 Yamaguchi

佐賀 Saga

幸せなスタートをみんなで応援
スペシャルムービー公開！

山口県内へのＵＪＩターンをお考えの求職中の方や、

県外に進学した本県出身の学生を対象に、県内企業の

魅力を発信する｢おいでませ山口！ＵＪＩターン就職説

明会｣を開催する。

説明会には、約２０社の県内企業が参加予定で、参加

企業の担当者との個別ブースでの面談により、山口県

内への就職を考える機会と出会いの場を提供する。

また、移住相談や公務員志望者相談などの各種相談

コーナーも設ける。各相談コーナーで担当者と直接話

をすることで、ＵＪＩターン就職に対する疑問や不安を

解消することができる。

この機会に、ぜひ、県内企業の魅

力を知っていただきたい。

《大阪会場》
日時：２月６日（日）13時30分～16時
場所：AP大阪茶屋町
　　　（大阪府大阪市北区茶屋町1-27）

《東京会場》
日時：２月23日（水・祝）13時30分～16時
場所：AP東京八重洲
　　　（東京都中央区京橋１丁目10-7）

《問い合わせ先》
山口しごとセンター　TEL：083-976-1145

福岡県では、新たな公的サービスの担い手と期待さ

れるＮＰＯや企業など多様な主体が互いに協力し、と

もに支え合う共助社会づくりを進めている。

こうした共助社会の実現に向け、ＡＮＡホールディ

ングス株式会社と社会貢献に関する包括提携協定を締

結した。

この協定は、観光振興や人材育成などの８分野が盛

り込まれており、具体的には、ＡＮＡ広報媒体を活用

した観光情報の発信、子ども

たちが航空業界の仕事を学ぶ

航空教室の実施、宇宙ビジネ

スにおけるＡＮＡと県内企

業・大学等とのビジネスマッ

チングなどの取り組みを進め

ていく。両者が相互に連携を

図り、双方の保有する資源を有効に活用し

た協働による活動を推進する。

《問い合わせ先》　
福岡県社会活動推進課　TEL：092-643-3380

佐賀県では、「佐賀で子育てがしたい！」と思える

ような環境を整えるため、２０１５年から「子育てし大

県“さが”」プロジェクトを展開している。

その一環として、結婚や家族の良さを伝え、県内で

暮らす幸せな家族を増やしたい、佐賀で暮らすすべて

の人々の幸せを応援したいという想いを込めて、

２０２１年１１月２２日の「いい夫婦の日」にスペシャル

ムービーを公開した。　　

結婚はゴールではなく新しい家族としてのスター

ト。幸せにはさまざまなカタチがあることを感じてい

ただける内容となっている。

動画には、車椅子ユーザーのご家族、育児休暇から

職場復帰した女性、同性カップルなど、多くの県民の皆

さんや、山口祥義佐賀県知事が出演。県内各地がロケ

地になっており、佐賀の風景の美しさも伝わってくる。

また、動画公開にあわせて、県内の皆さんから寄せ

られたウェディングエピソードを、佐賀県出身のイラ

ストレーターおほしんたろう氏がイラストにして、抽

選でプレゼントする企画も実施中。

県ではこれからも、出会い・結婚から、妊娠・出

産、子育てまで、各ライフステージに応じて切れ目の

ない支援を行い、「佐

賀に住んでいてよかっ

た」「佐賀に住みたい」

と思っていただけるよ

う取り組んでいく。

《問い合わせ先》
佐賀県こども未来課
TEL：0952-25-7381

福岡 Fukuoka

ＡＮＡホールディングスと
包括提携協定を締結！

 山口しごとセンター 検索

※�新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント内容等が変更
になる場合がある。最新情報については、山口しごとセンターの
ウェブページにてご確認いただきたい。

 さがウェディングストーリー 検索

締結式の様子
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「令和３年県民表彰式」開催

長崎 Nagasaki

宇宙先端技術への挑戦
～アジア初の水平型宇宙港の地から～ 

大分 Oita

１１月２３日、長崎県の発展に貢献された方々をたた

えるため「令和３年県民表彰式」を開催した。

本県では、１９７０年から地方自治の振興および産業、

文化、教育などの分野で顕著な功績があった方を対象

として県民表彰を行っている。

第５２回目の開催となった今回の県民表彰式では、個

人１１４名と１９団体の計１３３名を表彰。地方自治や社会

福祉、産業、教育などで顕著な功績があった方々のほ

か、芸術・文化・技能・スポーツ分野の全国または世

界的な大会などで活躍された方々には「県民表彰特別

賞」を贈呈した。また、東京２０２０オリンピックソフト

ボール競技で金メダルを獲得した藤田倭選手、同パラ

リンピック車いすバスケットボール競技男子において

銀メダルを獲得した鳥海連志選手、川原凜選手には

「県民表彰特別栄光賞」を贈呈した。

なお、リオデジャネイロオリンピックでの銅メダル

に続き東京２０２０オリンピッ

ク柔道競技男子８１ｋｇ級で

金メダルを獲得した永瀬貴

規選手には１０月５日に「県

民栄誉賞」を贈呈している。

《問い合わせ先》
長崎県秘書課
TEL：095-895-2015

熊本地震から５年８カ月。これまでの支援への感謝

の気持ちと、復興が進む上益城地域の元気を伝えるた

め、昨年１２月１５日（水）から、オンライン観光物産展「上

益城ダヨ全員集合！」を開催中（２月２８日（月）まで）。

特設サイト（下記ＵＲＬ参照）では、熊本県上益城

地域（御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、山都町）の

ＰＲ動画やパンフレットなどの観光情報を発信するほ

か、特産品の通信販売等を行っている。

また期間中、特設サイトに出店している事業者から

２，０００円以上購入した方に抽選で上益城地域の特産品

（１０，０００円相当）が当たるキャンペーンや、上益城地域

の観光施設や風景等を撮影して投稿した方に抽選で

５，０００円相当の上益城セレクトが当たるインスタグラ

ムハッシュタグキャンペーンを実施している。

ぜひこの機会に、観て、食べて、創造的復興が進む

熊本県上益城地域の魅力に触れていただきたい。

■�オンライン観光物産展「上益城ダヨ全員集合！」特

設サイト

　https://kikaku-ari.com/kamimashiki/

《問い合わせ先》
上益城地域観光推進協議会

（�事務局：熊本県上益城地域
振興局総務振興課）

TEL：096-282-3044
 

大分県は米ヴァージンオービット社と提携し、早け

れば２０２２年に大分空港から人工衛星の打ち上げを目

指している。２０２０年９月には、内閣府と経済産業省

から『宇宙ビジネス創出推進自治体』に選定され、宇

宙産業の一大拠点化、新産業創出への期待が高まって

いる。

今年２月２６日～３月４日、別府市で国内最大の宇

宙国際会議「宇宙技術および科学の国際シンポジウム

（ＩＳＴＳ）」が開催される。２６・２７日には開幕イベント

「おおいたそらはく」が行われ、ＪＡＸＡの現役宇宙飛

行士による基調講演や衛星データ活用実証事業の発

表、宇宙飛行士の山崎直子さんを交えた座談会やス

ペースポート関連の講演会などを予定している。子ど

も向けＶＲコーナーやサイエンスショーも開催し、幅

広い世代が楽しめる企画を準備する。また、別府市に

隣接する大分市にある大分県立美術館（ＯＰＡＭ）では、

“人類の宇宙への挑戦”と題した宇宙関連展示や「庵

野秀明展」が開催され、おおいたそらはく会場との間

に無料シャトルバスを運行する。

大分県では「先端技術への挑戦」を掲げ、先端技術

を活用した産業振興や人材の育成に取り組んでおり、

ＩＳＴＳ大分別府大会の開催を契機に、県民の宇宙科学

技術への興味・関心の高まりや県内企業の宇宙関連産

業への挑戦、宇宙を志す人材の育成、宇宙への挑戦に

積極的な全国の関係者との連携につなげていきたいと

考えている。

《問い合わせ先》 
大分県先端技術挑戦課
TEL：097-506-2947
https://ists.pref.oita.jp/

熊本 Kumamoto

オンライン観光物産展
「上益城ダヨ全員集合！」開催

 長崎県　県民表彰 検索

特別栄光賞を受賞した藤田選手
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２０２１年１１月１１日、「みやざき犬」発見から１０周年

を迎えた。

みやざき犬とは、３匹それぞれが日向夏、県の木

フェニックス、地鶏のかぶりものをした「ひぃ」く

ん、「むぅ」ちゃん、「かぁ」くんからなる宮崎県シン

ボルキャラクターである。

広く県民に親しまれ、県内外において本県の魅力を

ＰＲするとともに、県政情報などをわかりやすく紹介

してきた３匹。１０周年を迎えるにあたり、県の施策を

推進する上で顕著な功績があったため、「宮崎県民栄

誉賞」のキャラクター部門として新たに創設した「み

やざき犬民栄誉賞」を授与された。表彰されたみやざ

き犬は、「みんなにたくさん笑顔をとどけるワンッ！」

とコメント。これからも県内外での活躍を期待したい。

また、県が募集した中から、高校生の作品を発見

１０周年記念ロゴマークとして決定した。１０周年とい

うことが一目でわかり、「１０」はブーゲンビリアの色

で表現、魅力発見の意味を込めて虫眼鏡の形にし、

「０」から県の地図が見えるデザインとなっている。

今後は、県内外でみやざき犬が出演する場面で大々的

にＰＲに使用していく。

そして、１１月１４日に開催された１０周年記念イベン

トでは、新曲「キラキラッ！」を披露。楽曲に乗せ

て、「ゆるキャラダンス選手権」を２連覇した実力を

持つダンスで会場を大いに盛り上げてくれた。

県では、引き続き発見１０周年を活用したプロモー

ションにより、みや

ざき犬がさらに県民

に親しまれるととも

に、本県の認知度・

魅力度の向上につな

がるよう取り組んで

いく。

《問い合わせ先》
宮崎県オールみやざき営業課
TEL：0985-26-7591

鹿児島県では、農林漁業者が生産だけでなく加工・

販売まで行う６次産業化の推進に取り組んでおり、そ

の一環として、２０２１年１１月、ＪＲ鹿児島中央駅と鹿

児島空港に、県内各地の６次産業化商品を並べた自動

販売機「鹿児島県６次化じはんき」を設置した。

設置期間は、２０２２年３月２１日までで、県産の野菜

や果物を使用したジャムや漬物、県大隅加工技術研究

センターの技術指導等により開発したフリーズドライ

食品など、約３０種類の商品を購入できる。県として

は、食品用自動販売機の設

置という話題性から、県内

の６次産業化商品の認知度

向上にも期待している。

商品に貼付しているＱＲ

コードを読み取りアンケー

トに答えると、抽選で鹿児

島の特産品等がもう一品当たる

「鹿児島の逸品プレゼントキャン

ペーン」も実施している。

旅行や出張の際のお土産とし

て、または自家用として、近くに

寄った際にはぜひご購入いただ

き、鹿児島の農林水産物の新たな

魅力を発見していただきたい。

《問い合わせ先》
鹿児島県農政課かごしまの食ブランド推進室
TEL：099-286-3179

沖縄は年間を通して温暖な気候であることから、１

月はサッカークラブ、２月はプロ野球球団など、毎年

多くのスポーツキャンプでにぎわっている。昨春の

サッカーは、Ｊリーグ、なでしこリーグ、大学チーム

などさまざまなカテゴリーの計２６クラブ、プロ野球は

国内９球団がキャンプを実施した。

好きなチームや多くの選手を間近で見ることができ

るとあって、毎年、県民のみならず、県外からも多くの

観光客にお越しいただいているが、昨年度は新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響により、沖縄県独自の緊急

事態宣言が発出されたことから無観客開催となった。

今年度は、キャンプ実施に向けて、安全・安心に

キャンプを皆様にもお楽しみいただけるよう受入市町

村と連携して取り組んでいる。キャンプ地にお越しい

ただく際には、マスク着用等基本的な感染防止対策へ

協力いただきたい。

キャンプ期間中は、会場内において受入市町村の特

産品や球団との限定コラボレーショングッズの販売、

沖縄県内の観光地巡りや沖縄料理等もお楽しみいただ

ける。１～２月の沖縄サッカー・

プロ野球キャンプへぜひお越しを。

《問い合わせ先》
沖縄県スポーツ振興課
TEL：098-866-2708

サッカー・プロ野球キャンプの
実施に向けて

沖縄 Okinawa

「みやざき犬
け ん

」発見１０周年！

宮崎 Miyazaki

「６次化じはんき」登場！

鹿児島 Kagoshima

みやざき犬と河野俊嗣知事

６次化じはんき（鹿児島空港）

販売商品

※�新型コロナウイルス感染状況により、
無観客開催となる場合等、最新の情報
については各クラブ・球団HPを参照。
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◆九経連ホームページ　　https://www.kyukeiren.or.jp　
◆九経連メールアドレス　info@kyukeiren.or.jp
　　月報・ホームページをご覧になったご感想やご意見をお寄せください。

福岡県の伝統的工芸品を手作り体験！
（福岡県）

表紙説明 ※当地域でオススメの体験型観光についてご紹介します。

本県には、陶磁器や織物等さまざまな伝統的工芸品があります。
実際に手作り体験ができる工房等で、伝統の技に触れてみませんか。

（※全て要予約）

日（曜） 会合名等

４日（火） 事務局仕事始め

１９日（水） 行財政委員会第６回自立型広域経済圏モデル検討ＷＧ（福岡市・九経連）※Ｗｅｂ併催

九州女性の会１月例会（福岡市・九経連）

２０日（木） 資源エネルギー・環境委員会第２回ＥＳＧ推進ＷＧ（福岡市・電気ビル共創館）

２１日（金） ダイバーシティ「幸せコミュニティ」推進委員会第４回企画部会／第３回九州企業ＧＧＩ検討ＷＧ（福岡市・九経連）※Ｗｅｂ併催

２４日（月） 資源エネルギー・環境委員会企画部会（福岡市・電気ビル共創館）

２６日（水） 長崎地域委員会（長崎市・ヒルトン長崎）

スケジュール（１月）

①「久留米かすり藍染体験」
　久留米かすりの技法や歴史の解説と共に工房
を案内します。板締めや絞りなどの防染技術を
教わりながら、世界に一つだけの藍染作品を作
ることができます。

《問い合わせ先》
　久留米かすり池田絣工房
　H P：https://ikedakasuri.jp/
　TEL：0942-53-2416

②「小石原焼・高取焼陶芸体験」
　小石原焼伝統産業会館では、小石原焼・高取
焼の代表作や小石原焼の歴史を学ぶことができ、
初心者でも気軽に陶芸体験が楽しめます。

《問い合わせ先》
　小石原焼陶器協同組合
　H P：https://densan2266part1.

jimdofree.com/
　TEL：0946-74-2266

③「金箔小物（お箸・ブローチ）づくり体験」
　八女福島仏壇の製造工程にもある金箔押しで、
自由にお箸や漆のブローチをデザイン。自分だ
けの金箔小物が作れます。

《問い合わせ先》
　漆工房　岩弥　近松仏壇店
　H P：https://www.urushikoubou-iwaya.jp/
　TEL：0943-22-5800

④「八女提灯絵付け体験」
　伝統を継承しつつ、新しい形の提灯づくりに
も力を入れています。八女提灯の絵付けを体験
できるワークショップを毎月開催しています。

《問い合わせ先》
　（有）シラキ工芸
　H P：https://www.chouchin.com/
　TEL：0943-24-3054

①①

③③

②②

④④

今年も本会では、新型コロナウイルス感染症対策に留意し、諸事業を進めてまいります。
皆様方のご理解、ご支援のほどお願い申し上げます。
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